
研究成果情報 園芸 ８ 野菜 栽培

新技術・情報名 葉ごぼうの品質向上のための播種期及び 分類 ①
トンネル被覆時期．

１．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

葉ごぼうは休眠により葉柄のしなび枯れ込みによる品質の低下が生じ

るので、葉ごぼうの品質向上のための播種期、トンネル被覆開始時期を品

種及び出荷時期別に明らかにした。

（１）『葉ゴボウ専用品種」は、地上部の冬期休眠性が浅いため、１月出荷は

１０月５～２０日に播種し、１１月２０日からトンネル被覆を行なう。２月出荷は

１０月５日～１１月５日に播種し、１２月２０日からトンネル被覆を行なう。３月出

荷は１０月２０日～１１月５日に播種し、トンネル被覆は行なわない。

（２）「渡辺早生」は、厳寒期に入る前の生育量が大きいと休眠にはいる特性

があるため、３月上旬出荷は１１月５日に播種し、１１月２０日からトンネル被

覆を行なう。

2)技術・情報の適用効果

播種期別栽培法の確立により、品質の優れた葉ごぼうの安定的な供給

が可能になる。

3)適用範囲

県下平坦地

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

(1)渡辺早生の１０月２０日以前の播種では葉柄がしなび商品性がなくなるの

で、早播きはしない。

（２）「みとよ白肌」、「プラチナ」の播種期及びトンネル被覆時期は「渡辺

早生」と同隙で良い。

（３）冬期の乾燥によって葉柄がしおれ商品性が劣ることがあるので適度な

濯水を励行する。

（４）晴天日の日中は高温による葉やけを防ぐため、トンネルのすそ換気を

励行する。
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(平成２，３年平均）表ユ「葉ゴボウ専用品種」の収量及び品質

(平成２，３年平均）
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表２「渡辺早生」の収量及び品質
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品質は葉柄の外観品質を上、中、下の３段階で評価した。
収穫適期は葉柄重十根重が２５～309となった時期。

2．具体的データ
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注）①－：休眠による地上部の枯死。
②品質は葉柄の外観品質を上、中、下の３段階で評価した。
③収穫適期は葉柄重十根重が２５～３０９となった時期。
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